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GAIAを用いたスポラディックE層の発生予測

Prediction of occurrence of sporadic E layers using GAIA
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　高度約90kmから120kmの間の領域に現れるスポラディックE層（Es）は、短波通信や放送にさまざま影響

を及ぼすことが知られており、その予測は宇宙天気予報における重要課題の一つとなっている。Esは、基本的

には下部熱圏、上部中間圏付近の中性風のシアと流星起源の金属イオンの組み合わせによってできることが知

られているが、その形成や変動過程は定量的にはまだ十分に解明されていない。我々のグループでは、全領域

の大気圏モデルと電離圏モデルを結合し、下層大気には気象庁の再解析データを導入した全大気圏-電離圏結合

モデル（GAIA）の開発を行ってきた。現在、水平分解能約１度のGAIAが利用可能になっている。このモデル

は、Esの構造を直接再現するにはまだ分解能が十分とは言えないが、Esの発生条件を見積もることは可能であ

る。これまでの解析で、GAIAから求められた熱圏下部の風のシア強度の季節・地域依存性はこれまでの観測で

得られたEs発生頻度の季節・地域依存性にほぼ一致することがわかった[Shinagawa et al., 2017]。本発表で

は、この結果をさらに発展させ、日々変動の予測に関する解析を行った結果を報告し、GAIAを用いたEsの予測

可能性について議論する。 
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